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【 「分布帯」で 108 円台は「最多取引価格帯」 】 
 
ドル/円相場がなかなかレンジを脱却できない。先日、107円台を示現し、年初来安値を一時更新するも続
かず、本稿執筆時には 110 円台での推移となっている。 
こうした状況、実は「価格分布帯」の観点からすると、「さもありなん」と言えそうで、確かに足もとのボックス
圏を逸脱することは簡単でないかもしれない。以下で簡単に解説をしてみたい。 
 
◎108 円台を中心に 104-111 円は「過去の取引多く強い膠着性」 
 
詳細についてはバックナンバーに譲り割愛するが、「価格分布帯」において、過去の取引が多かった価格
帯は「居心地の良いレベル」で抜けることは容易でない反面、取引が少なかった価格帯は「居心地が悪い
レベル」で、アッサリとスルーしていくような傾向が見受けられる。 
 
そんな基礎知識を頭に入れたうえで、今年の相場を振り返ると、年明けのわずか数日間こそ 116-118 円
台で推移していたことがあったものの、以降はおおむね 108-115 円のレンジに留まっていることがみてと
れる．また、8 月以降はさらに形成レンジが狭く、108-111 円といった、わずか 3 円程度の値動きしか観測
されていない状況だ。 
 
これを「価格分布帯」で見た場合、最近一時的に底割れしたとはいえ、今年 4 月や 6 月安値を記録するな
ど強いサポートになっている下値メド108円台、過去の取引日数が232日を数え、実は全取引帯のなかの
「最多取引価格帯」にあたる。平たく言うなら、変動相場制以降で、もっとも取引の多い価格帯が 108 円台
－－なのだ。また、その 1つ上、109 円台も取引日数 200 日を超える「取引が超厚い」価格帯となっている。
（詳細は下図参照。横軸が取引価格、縦軸は取引日数） 
つまり、先に指摘した言い方からすれば、108-109 円台は「極端に居心地の良いゾーン」と言えそうだ。 
 
それに対して、107円台は過去の取引日数が169日。極端に取引が少ないということはないどころか、むし
ろ全価格帯を見た場合には取引の多い部類に入るものの、105-106 円台と 108-109 円台という前後に位
置する「極端に取引の多い価格帯」に挟まれたくぼ地にあたり、やや定着しにくい面があるのかも知れな
い。 
 
いずれにしても、分布帯の観点から今後の展開を予想すると、「極端に取引の多い価格帯」である
108-109 円台を中心とした揉み合い商状が、このあと続いてもまったく不思議はない。 
また、仮にレンジを下回った場合でも、105-106 円台も同様に「極端に取引の多い価格帯」であることから、
大崩れする展開は予想しにくい。一気に2ケタ台へ
と向かうような値動きではなく、飽くまでもじりじりと
したドル安が進む－－といった展開が見込まれて
いる。これは、逆のドル高方向に振れたときにも同
様の理由から、111 円台をしっかり超えていくこと
は容易ではないだろう。 
 
「価格分布帯」の観点からすれば、やや広いレンジ
である104-111円台を離れれば「新しい世界」に入
ったことになり、期待感も膨らむが、そうでなけれ
ば全体的に取引が多い、「膠着性の強い」価格帯
で上下ともに動きにくい値動きがいつまでも続く可
能性がある。（了） 
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